


















目的 

年齢依存性てんかん性脳症(本症)の痙攣発作が脳の活動水準の低下した時に出現しやすい

ことや,本症特有の脳波が NREM 睡眠に著明になることや変容することなどから,本症の病

態解明に睡眠研究が重要な手段となりうることは指摘されてきた。一方症状出現様式に年

齢依存性を示す自閉症や,Rett 症候群に睡眠一覚醒リズムの発達異常が存在し,それがこ

れらの疾患に pathogenetic な意味をもつことが瀬川ら 1)によって強調されてきた。これ

らのことより,本症の睡眠一覚醒リズムを検討することは,本症の病態の解明に有用のみな

らず,自閉症や Rett症候群などの年齢依存性を示す疾患の包括的な理解の助けになるもの

と考えられた。 

しかし本症の睡眠一覚醒リズムの検討は,リズム形成機構に与える環境的な要因が多く,不

定であり,とくに頻発する痙攣発作および服用中の抗痙攣剤の影響の評価が困難であるた

め報告は少ない。今回われわれは本症の睡眠一覚醒リズムの検討を行い,本症の病態との関

連につき考察した。 


